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トゥアタラ (tuatara)と呼ばれるムカシトカゲ目は恐竜より古い約 2億 2,500 万年前に































したが，絶滅した脊椎動物種の 96.2%はニュージーランド固有種であった（Wilson, K-J. 
2004）。すなわちそれら生物種は，ニュージーランドでの絶滅と同時に地球上から永久に
姿を消してしまった。さらに歴史を遡ると，更新世（170 万～ 1万年前）の氷河時代に存






しては，大型地上性鳥類モアが有名である。人口 11 万 5 千人のマオリの人々は，わずか
100 年の間に，体重 20kgの最小種から頭高 3m，体重 270kgに及ぶ大型種まで 11 種に分
化していた 10 万羽ほどのモアを狩り尽くしてしまった（Wilson, K-J. 2004）。
しかし，狩猟より長期にわたりニュージーランドの生態系に損害を与え続けて来たのは，
ヒトがもたらした外来生物と森林破壊である。















最初に定住に成功したヨーロッパからの外来脊椎動物はイエスズメ Passer domesticus で，
ヒトの生活圏に適応する特技を持つ彼らは，今でも公園や人家周辺を中心に繁栄をきわめ
ている。イエスズメに続き，クロウタドリ Turdus merula，ウタツグミ T. philomelos， 






アナウサギ Oryctolagus cuniculus を 1777 年に最初にニュージーランドに持ち込み野
外へ放したのはキャプテン・クックだった（Wilson, K-J. 2004）。その後も数例の放獣記





タチ科の捕食者たち，すなわち，フェレット Mustela furo，イイズナ M. nivalis，オコジョ 
M. erminea が導入され，在来種にとっての本格的悲劇が始まった。19 世紀末までには，
イタチ科導入がウサギ駆除に失敗したことが明白になり，逆に鳥類への捕食が問題視され
るようになった。現在，絶滅が危惧され様々な保護対策が実施されている，ニュージーラ
ンドチドリ Pluvialis obscura，ハジロコビトペンギン Eudyptula minor albosignata，キ
ンメペンギン Megadyptes antipodes，シロアホウドリ Diomedea epomophora にとって
最大の脅威はフェレット等イタチ科動物である（Wilson, K-J 2004）。
一方，在来植物に大被害を与えている哺乳類は，オーストラリアから毛皮獣として
1837 ～ 1924 年に持ち込まれ現在ニュージーランド全土に約 7,000 万頭が生息している
と推定される有袋類フクロギツネ（ポッサム）Trichosurus vulpecula である（Wilson, 


































































しかし，15 年後の 1972 年まで有精卵を得ることができず，その後さらに何年もヒナの孵
化にはいたらなかった。結局，1983 年までに得られた 72 卵から孵ったヒナは 4羽にすぎ
ず，その間に，保護策は自然下での繁殖へと方針が変更されていた。生息地における外来














































50km，幅約 30kmの半島である。標高は海抜 0mから 920mまで起伏に富み平地は少ない。
半島としての歴史は僅か 2万年で，それ以前の 1,200 万年間は，火山活動で海面に隆起し
た島として存在していた。
約 700 年前にポリネシア人が到達した頃には約 100 種の鳥類が生息していたと推測され
ているが，それから数百年の間に森林の 3分の 1が燃やされ，モアを含む 29 種前後の鳥
類が滅んだ（Wilson, H. 2009）。しかしそれでも 1840 年，初めてヨーロッパ人が入植し
た頃には，まだ半島の約 3分の 2 が低木林で覆われ，森林性の鳥類が豊富だった。1900
年までに，伐採および焼失により森林面積は半島のわずか 1.2%にまで減少し，鳥類も
さらに 21 種前後が絶滅した。加えて 3種の陸生鳥類（エリマキミツスイ Prosthemadera 







害が大きいのは，ヤギ Capra hircus，ポッサム，オコジョである（Wilson, H. 2009）。
2009 年現在，64 種の鳥類が半島で繁殖しているが，そのうち在来種は 40 種，外来種は






1987 年，植物学者 Hugh Wilsonと，会計士として成功を収めた資産家 Maurice White
が意気投合し，バンクス半島の生態系復元に向けて，トラストを結成し土地の買い取りを
始めた。半島の南東部に位置するHinewai（ヒネワイ）を拠点に 109 ヘクタールから始まっ










トラストの運営は，“Maurice White Native Forest Trust” が実施しており，年 2回
ニュースレターが発行され，約 1,000 部が国内外の賛同者に送付されている。この購読料
（年間 NZ $5.00，約 325 円）と寄付金により，トラストは土地買い取りを進め，保護区内
の遊歩道や案内板を整備している。
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